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There are two ways, namely intensive and extensive reading, to improve the reading skills. It is widely 
known that the extensive reading is greatly effective to improve English. Specifically learners can get the 
following benefits:
1. Learners should choose their books which can be read with ease and comfort.
2. Learners should read as much as possible without their dictionary.
3. Learners can stop reading the books that they selected if not interesting.

























（ 1  ）学習者が自分の興味関心をもとに自由に本を選択し、自分の時間配分で読み進めていく方法。
学習者のレベル、つまり学習者が十分語彙や文法において、選択した本が理解できる範囲内に
あることが必要である。




（ ３  ）選択した本を読み進めていくうちに、学習者にとってつまらないと感じた時、即座に中止し、
別の本に進む。最後まで辛抱強く選んだ本を読了する必要などまったくない。
以上のような多読の定義により、次のような利点あるいは問題点を掲げることができる。




（ 2  ）辞書を頻繁に使わないことから、話の筋が中断されることはない。あくまでも読書は内容把
握が中心課題となる。その結果読むスピードが上がり、沢山の本に接する機会が増すことにな
る。
（ ３  ）ただひたすら読むことが多読の利点を引き出す結果となる。故に学習者が選択した本が陳腐
だと感じた時点で、中止する英断も必要である。
一方多様な問題点も提起することができる。なぜ多読は普及しないのかという疑問である。
（ 1  ）学習者は従来のリーディング法に慣れており、また受験競争の中で培われた読書スタイルと
は別に、多読の授業を受け入れることができるか。
（ 2  ）レベルが多様な学習者に対し、教材は初級から上級まで様々なジャンルで選択出来るよう準
備整理されているか。
（ ３  ）習慣化され、読書を続けるようになるまでは、十分な教授者からの助言が必要となる。
（ ４  ）現行のカリキュラムの中で、多読のための時間を見出すことの困難さもある。
（ ５  ）授業での評価基準をどうするか。
先行研究において多読と精読を比較したものがあるので、ここにその表を掲げてみる。
Richard R. Day & Julian Bamford 著：Extensive Reading in the Second Language Classroom, Cambridge 
Uni. Press, 1998. P.123
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Intensive Type of reading Extensive
Read accurately Class goal Read fluently
Translate Reading purpose Get information
Answer question Enjoy
Words and pronunciation Focus Meaning
Often difficult Material Easy
Teacher chooses You choose
Not much Amount A lot
Slower Speed Faster
Must finish Method Stop if you don’t like it
Use dictionary No dictionary























Date Title Page Comments
10/26 (Mon) New Moon 20–35 不明な単語があるが筋は何となく
理解できた。
10/27 (Tue) New Moon 36–40 緊迫感が伝わってくる。
10/28 (Wed) Buffy the Vampire Slayer 1–20 demon 出てくる。
10/29 (Thurs) Buffy the Vampire Slayer DVD で観た。
10/30 (Fri) Buffy the Vampire Slayer ゆっくり読んだ。おもしろかった。
10/31 (Sat) Room 13 1–11 ホラーなのにあまり怖くもなく、
面白くもないので中止。
11/1 (Sun)
Figure 2　Sample reaction reports.
2 ）学習者並びに指導上の目標
　 　どのくらいの量を読むのか、それぞれ各自の目標を立てる。授業は 1 週間単位で実施される

















































８ ） 1 週間の学習目標の確認
　 　授業の最後に次の 1 週間の読書目標の確認を各自実施し、選定した本の紹介を全員が行い、
1 週間の読書ノートを提出して終了した。
9 ）読書ノートから見える学習者の勢いと反省
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